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Abstract 
The current study examined experimental schools of the Ministry of Education, Culture, Sports, Science and 
Technology, which were set up to research generic competency. The current study sought to clarify the 
relationships between generic competency and music-specific ability in theses experimental schools. 
All of the schools and kindergartens examined in the current study aimed to foster generic competency in 
new domains and new subjects, and showed a clear connection between other existing subjects including music 
and these new domains and/or subjects. We founded the attributes, abilities, aims and content in music were 
connected to generic competency. Music was not just a tool to foster generic competency. As mentioned above, 
in all of the schools we examined, competency in specific subjects was not the focus. The current results raised 
several important suggestions for improving curriculum management. 
 
Ⅰ 研究の背景と目的 
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平成 25 年 3 月に出された国立教育政策研究所の報告書では，「世界においても，今日的に育成すべき人
間像をめぐって，断片化された知識や技能ではなく，人間の全体的な能力をコンピテンシ （ーcompetency）
として定義し，それをもとに 目標を設定し，政策をデザインする動きが広がっている。」（国立教育政策研
究所教育課程研究センター2013，p.13）としている。これは，OECD の DeSeCo プロジェクト（1997-2003）












２ 我が国の 21世紀型能力 
報告書では，世界の教育界の動向をもとに，21 世紀を生き抜く力を「21 世紀型能力」と名付け，その試

















図 1  21 世紀型能力（同前書，p.26） 
 







１ 新潟大学教育学部附属幼稚園・附属長岡小学校・附属長岡中学校（平成 22 年度～平成 27 年度） 
 新潟大学教育学部附属幼稚園・附属長岡小学校・附属長岡中学校は，平成 22 年度から平成 24 年度まで






































 図 2 カリキュラムの構造（同校園 2016a，p.13） 














小学校 1 年生から中学校 3 年生ま
で，題材・主教材，「協働」場面の
位置付け，表出が期待される主な   
資質・能力（「自己を推進すること」「相互に交流すること」「新たに開発すること」）の具体的な内容が示
されている（同校園 2016b，pp.50-53）。 




２ 広島大学附属三原幼稚園・小学校・中学校（平成 24 年度～平成 29 年度） 
 広島大学附属三原幼稚園・小学校・中学校は，平成 24 年度から平成 26 年度までの 3 年間，さらに平成



















小接続期：年長・1 年・2 年，中間期：3 年・4 年，
小中接続期：5 年・6 年・7 年，最終期：8 年・9
年）に分け（同前書，p.18），異校種・異学年を越
えた子どもたちの活動や教員の乗り入れ授業・活 
        図 3 教育課程構造図（同前書，p.26）        動等を行い，学校園全体でカリキュラム開発及び
観  点 音楽 音楽科で育む３つの資質・能力































表 1 「社会創造科」で育む 3つの資質・能力と音楽科で育む 3つ
の資質・能力との関連（同校園 2016a，pp.15-16，2016b，p.9） 





自律，共生，参画の 3 つである（同前書，p.1）。この 3 つの資質・能力を，学校教育活動全体を通して育
成する資質・能力ととらえ，「通教科的能力」として位置付けて，「希望（のぞみ）」だけでなく，保育・教
科においても育成をめざす教育課程を開発・実践し，その成果を検証した（同前書，p.17）。最初の 3 年間





表 2 音楽科の本質とめざす子ども像         表 3 通教科的資質・能力と音楽科の本質に根ざした 
（同前書，p. 41）             資質・能力（同前書，pp.17，41） 
                          
音楽科の本質とめざす子ども像は，表










３ 香川大学教育学部附属高松小学校（平成 25 年度～平成 28 年度） 
香川大学教育学部附属高松小学校は，平成25年度から平成28年度まで4年間研究開発学校指定を受け，






















































































































   学びの意味を考え、学びを自分の生活や行動につないでいくこと、また、それらを通して、自分の人生や 将来に




    夢や憧れをもち、自律的に学び





    「ひと・もの・こと」へ共感的・
     協同的にかかわる力
    問題を解決し、知や価値を創造
















































図 4 カリキュラム構造（同校 2015，p.13） 
図 5 領域の評価規準と資質・能力との関係（同校 2015，p.14） 
表 4 各領域の本質と音楽科の本質（同校 2017，pp.5-6，2015，p.134） 
表 5 各領域の目標と音楽科の目標（同校 2017，pp.5-6，2015，p.134） 



















４ 広島大学附属小学校（平成 26 年度～平成 29 年度） 























 感情／情報 国語 問題の設定 ・疑問をもつ ・相違に気付く ・事象を捉える
 グローバルな変化に対する主体的な思考
 力・判断力・表現力 社会 情報の収集 ・選ぶ ・集める ・探す

































































































































































































表 7 は 3 つの資質・能力と音楽科との関連を，表 8 は全体でめざす子ども像と音楽科でめざす子ども像
との関連を表している。音楽科で育てる資質・能力は，音楽科の本質を捉えたものになっている。 
本校の特徴は，新領域・新教科を設定していないが，各教科，及び教科の枠をこえて，教育課程全体に
おいて 3 つの資質・能力の育成をめざしていること，資質・能力の 1 つは教科のみで育成することから明
らかなように，教科を中心とした資質・能力の育成であることである。 
 
５ 上越教育大学附属中学校（平成 27 年度～平成 30 年度） 





















































表 7 育てたい 3つの資質・能力と音楽科のつながり（同前書，pp.17, 35） 
◎…特に力点をおいている取組み 〇…力点を置いている取組み 
 表 8 全体でめざす子ども像と音楽科でめざす子ども像との関連（同前書，pp.11-12） 

















































  情1  情報収集
  情2  情報整理
  代1  思考拡散
  代2  比較検討
  代3  思考収束
  企1  目標設定
  企2  手段構築
  主1  渉外調整
  主2  準備試行 












































































































表 9 アビリティと『スキル』（同校 2018，pp.6-7） 
 表 10 アビリティと『スキル』と音楽科の学びとの関連（同校 2016，pp.70-77） 
 
表 11 音楽科において向上をめざす『スキル』と学習活動の具体例（同校 2018，p.87） 




能力は，平成 29 年改訂の学習指導要領で示されている，教科横断的な資質・能力の 3 つの柱（「知識・技
能」「思考力・判断力・表現力等」「学びに向かう力・人間性等」）そのものではなく，それぞれの研究課題
に基づいたオリジナルな資質・能力であり，21 世紀型能力である。学校園の教育課程等の特徴から，大き
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